
「本当の創立者は誰でしょう？」

北海道函館聾学校 校長 門 眞 義 弘

函館盲学校と函館聾学校

の創立者は、シャーロッテ

・ピンクニー・ドレパー女

史（C.P ドレパー女史）と

認識しておりましたが、こ

の度、函館市文化財課の学

芸員（奥野様）に函館中央図書館で資料を調べて

いただいたところ、残っている一番古い資料とし

て大正４年に出された「私立函館盲唖院要覧」が

出てきました。

大正４年の私立函館盲唖院要覧を見ると、訓盲

会の最初は、「マイライネドレパール姉の創立せ

られしより」「明治二十八年米国の宣教師当時函

館駐在ドレパール氏母堂マイライネドレパールは

……」となっていました。（※資料を添付）

中根氏が同書で指摘する内容と一致するようで

す。（※中根伸一著「篠崎清次の足跡をたどって

北海道ろう教育の父」（札幌聴力障害者協会、１

９８４））

また、本校の記念誌ではどのようになっている

か見てみると、創立８０周年記念誌では創立者を

「マイライネ・ドレパー女史」となっていたもの

が、創立９０周年記念誌では、巻頭言や祝文、沿

革で「C・Pドレパー女史」「シャーロッテ・ピン

クニー・ドレパー女史」と書いてあります。明ら

かにこの１０年間で認識が変わったものと思われ

ます。

更に調べると、遺愛学院の記念誌の写しには、

「…宣教師の息子の妻マイライネ・ドレーパーの

働きで函館に横浜と同じ施設を設けた…」と記載

があります。

では、現存する横浜訓盲院の沿革はどうなって

いるか調べますと、明治２２年に「アメリカ人ミ

セスＣ・Ｐ・ドレーパー」により発足と記されて

います。実際に社会福祉法人横浜訓盲院の施設長

の伊藤様に問い合わせたところ、ドレパー家の家

系図（「百年時間」抜粋）他、貴重な資料を提供

していただき、正しい情報が判明しました。

本来であれば、９０周年記念誌を発行する際に、

どうして創立者名が変更になったのかについて記

載すべきだったと思いますが後の祭りです。

家系図からは、C.P ドレパー氏のお子さん（ギ

デオン・フランク・ドレパー氏）の配偶者がマイ

ライネ・ドレパー氏だということがわかりまし

た。ですから、大正４年の「私立函館盲唖院要覧」

の記述は誤りであったことが分かったのです。

これらのことから想像すると、横浜訓盲院の設

立については「Ｃ・Ｐ・ドレーパー女史」の意思

が強く働いたものであり、同様に「Ｃ・Ｐ・ドレ

ーパー女史」の意思により函館にも同様の施設を

作ることになったが、函館で実質的に働いたのは

「息子の妻マイライネ・ドレーパー女史」だった

と考えられ、「私立函館盲唖院要覧」の誤記載に

気付かず、その要覧などを参考に作られたのが 80



周年記念誌であったと考えられました。そうであ

れば、現在の認識と変わりありません。

令和７年度の創立 130周年を前に、現在の認識

を検証できたことはありがたかったですし、この

ような史実は正確に認識しておく必要があると改

めて考えている次第です。


